
  

 

★学校での新しい生活の仕方 
生活指導主幹 関谷 宣明 

 

長い休校期間が終わり、一斉登校が再開して３週目を迎えました。保護者の皆様には、休
校期間中の課題への取組、分散登校、そして現在も続く個別登校等への、多大なるご理解ご
協力をいただきました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

一斉登校が始まり、教室に響くにぎやかなやわらっ子の声が、学校に活気を取り戻してく

れました。とは言え、今まで通りの学校生活に戻ったわけではありません。感染症対策を施
しながら、いろいろな制約の中で、子供たちも教職員も過ごしています。ここでは、子供た
ちがどんな学校生活を過ごしているのか紹介します。 

 

１ 中休みや昼休みは、密を防ぐため、使用している階段で学年を２学年ずつ分けて、校
庭で遊べるようにしました。そのため、１週間に３，４回ずつですが、校庭遊びがで
きます。また、出会いの路での短なわや大なわも、担任の見守りの下、行っています。
休校期間中の体力低下を少しでも回復できるよう、今後もできる範囲での運動を奨励
していきます。 

２ ５分休みのチャイムを切りました。一斉に手洗いやトイレに行って密になるのを防ぐ
ため、各学年で適宜、空いている時に手洗い等を行っています。チャイムが鳴らない
分、時間を意識して行動できるやわらっ子が多くなってきています。自律的に行動で

きる子供を育てるチャンスだととらえて指導しています。 

３ 登校した時に始まり、毎時間の授業後、給食の前後、専科教室の前後等の手洗いをし
ています。毎日、泡石鹸を補充していますが、その量は約５、６リットルにもなり、
やわらっ子の手洗いが身に付いていることがわかります。嬉しいことです。時々、ハ
ンカチがなくて困っているお子さんがいます。ペーパータオルを渡していますが、毎
朝、ご家庭で確認をお願いします。 

４ トイレに行く際にも、トイレ床に表示した矢印通りに、上手に並んで、密を避けてい
ます。トイレの手洗い場が、水浸しになっている時が見られるので、今後も手に付い
た水の切り方など、丁寧に指導を続けていきます。 

５ 毎週月曜日朝の全校朝会は、放送朝会で行っています。どのクラスも静かに話を聞く
ことができています。とても立派な態度です。 

６ 整列する時にも、ソーシャルディスタンスを意識して、大きい前へならえで整列する

ことが身に付いてきました。 

７ 給食は、全員前向きで静かに食べています。今までのように、お話をしながら給食を
食べることはできませんが、放送のお話を聞いたり、音楽を聴いたりして給食を食べ
ています。また、配膳や片付けも、列ごとに一方通行にして行っています。 

８ 放課後は、教職員全員で次亜塩素酸ナトリウム等を使って、消毒作業をしています。 

 

今後、しばらくはこのような生活が続くと思われます。子供たちの安全を守るため、教職
員一丸となって、感染症対策を実施し、安心して過ごせる環境の構築を図りながら子供たち
を育んでまいります。保護者の皆様には、今後とも様々なご協力をいただくことになります
が、どうぞ宜しくお願い致します。 
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＊７，８月の授業について 

校内研究会のため、学年便りでお伝えした授業時間が変更になることがあります。変

更があった際は、メール等でお知らせします。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

 
 

 

日 曜 ７月の予定 日 曜 予定 日 曜 予定 

１ 水 
 

12 日  23 木 海の日 

2 木 SC来校 13 月 避難訓練 委員会 24 金 スポーツの日 

3 金 尿検査１次（全） 14 火  25 土  

4 土 
 

15 水  26 日  

5 日  16 木 SC来校 27 月  

6 月 
 

17 金  28 火  

7 火 視力検査 18 土  29 水  

8 水 視力検査 19 日  30 木  

9 木 視力検査  20 月  31 金 １学期終業式 給食終 

10 金 尿検査１次② 21 火  
 

SC…スクールカウンセ 

ラー 11 土 SC来校 22 水  

日 曜 ８月の予定 日 曜 予定 日 曜 予定 

１ 土 夏季休業日始 12 水 学校休務日 23 日 夏季休業日終 

2 日 
 

13 木 学校休務日 24 月 ２学期始業式 給食始 

3 月 
 

14 金 学校休務日 25 火  

4 火 
 

15 土  26 水 計測（全） 

5 水  16 日  27 木  

6 木 
 

17 月 学校休務日 28 金  

7 金 
 

18 火  29 土  

8 土 
 

19 水  30 日  

9 日 
 

20 木  31 月 委員会 やわらぎ開始 

10 月 山の日 21 金  

11 火 学校休務日 22 土  



                   研究主任 中野 拓郎 

 

校内研究とは谷原の子供たちの力や教員の授業力を更に伸ばしていこうとテーマを

決め、特に力を入れて全教員で行う研究のことです。今年度の校内研究の教科は体育

です。 

体育という教科を保護者の皆様はどのように考えるでしょうか。他の教科とは異な

り体を動かすのがメイン。運動の得意な子が活躍する教科。今までのイメージはこの

ようなものだったと思います。しかし、これからの体育では考える時間を増やしてい

きます。また、運動の得意な子だけではなく苦手な子も活躍できるものを目指します。 

具体的に言うと、ボール運動であれば「どうすれば得点できるか考える」器械運動

であれば「どうすれば技ができるか考える」ということです。また、「苦手な子でも活

躍できるルールのゲームをクラスで作っていく」といったものです。 

最後に体育の学習は心を解放します。休校明けみんなが教室で硬い表情で授業を受

けていましたが、体育の時間、校庭で体を動かすと子供たちの表情が笑顔になってい

きました。体育にはこのような魅力があります。運動の得意な子も、苦手な子も楽し

い体育の授業を行えるよう我々も工夫をしていきます。保護者の皆さんが受けていた

体育の授業とは大きく違うものになっていくと思います。ぜひ、お子さんと体育の授

業でどんなことをしたかなどお話をしてみてください。 

             やわらぎルーム 

高野 いづみ 石塚 さやか 松尾 隆之介 

 

やわらぎルームでは、コミュニケーションを円滑にするための練習として、あいまいな

ニュアンスを汲み取る練習をしています。①『ゲームをあと少しやらせて』のあと少しは

何分？や②『携帯をクラスのみんなが持っている』のみんなは何人？などの質問に答え、

お互いに見合います。子供たちの答えは①が３０分～１時間の間でした。②は１０人～２

０人でした。 

 この課題のねらいは、人によって捉え方の違いがあることを気付かせることです。大人

と子供によっても違いがあることが分かります。 

「少し、ちょっと、そこそこ」などあいまいな表現はたくさんあるので、「何分までに

終わらせる。」のように具体的な言葉で話した方が伝わりやすいということを擬似体験し

ながら学習しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究について 

やわらぎルームより 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


